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今月の表紙
『㈱ミュージックカラー音楽教室』
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「
兵
庫
県
警
察
音
楽
隊
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
が
、
子
ど
も
が
生
ま
れ

た
の
を
機
に
、
成
長
を
見
守
り
な
が
ら
音
楽
を
教
え
ら
れ
る
教
室
を
開
き

た
い
と
思
い
、
自
宅
を
改
装
し
て
こ
の
教
室
を
始
め
ま
し
た
」
と
話
す
の

は
、
今
月
の
表
紙
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
カ
ラ
ー
音
楽
教
室
代
表
の
澤
田
圭
司

さ
ん
で
す
。

　

２
０
１
６
年
２
月
に
始
め
た
教
室
で
は
、
澤
田
さ
ん
が
専
門
と
す
る
サ

ッ
ク
ス
・
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
ほ
か
、
ド
ラ
ム
、
ピ
ア
ノ
、
ギ
タ
ー
、
フ
ル

ー
ト
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
・
・
・
、
あ
ら
ゆ
る
楽
器
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
子
供
か
ら
大
人
ま
で
、
ま
た
初
心
者
か
ら
受
験
対
策
ま
で
、
そ
れ
ぞ

れ
専
門
の
講
師
が
生
徒
に
合
わ
せ
た
指
導
を
行
っ
て
い
て
、
市
内
外
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
受
講
の
県
外
の
生
徒
も
含
め
２
０
０
名
以
上
の
生
徒
が
在
籍

し
て
い
ま
す
。
レ
ッ
ス
ン
に
来
て
い
た
女
性
は
「
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
習
っ

て
い
た
子
供
の
付
き
添
い
に
来
る
う
ち
に
、
サ
ッ
ク
ス
を
吹
い
て
み
た
く

な
り
ま
し
た
。
決
め
ら
れ
た
曜
日
の
レ
ッ
ス
ン
で
は
な
く
、
自
分
で
時
間

を
選
べ
る
の
で
続
け
や
す
い
で
す
ね
」
と
話
し
ま
す
。

　

半
数
以
上
が
初
心
者
だ
と
い
う
こ
の
教
室
で
は
楽
器
の
貸
し
出
し
も
あ

っ
て
、
高
価
な
楽
器
を
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
心
配
は
な
く
、

気
軽
に
始
め
ら
れ
る
た
め
ド
ラ
ム
と
サ
ッ
ク
ス
な
ど
複
数
の
楽
器
を
学
ぶ

生
徒
も
い
る
そ
う
で
す
。
ド
ラ
ム
と
ピ
ア
ノ
を
習
い
に
来
て
い
た
小
学
１

年
生
の
女
子
生
徒
は
「
ミ
ス
チ
ル
の
曲
を
聞
い
て
自
分
も
や
っ
て
み
た
い

と
思
っ
た
。
ド
ラ
ム
は
と
て
も
楽
し
い
」
と
、
大
人
顔
負
け
の
ス
テ
ィ
ッ

ク
さ
ば
き
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
の
大
き
な
特
徴
は
定
期
発
表
会
が
無
い
こ
と
。
澤
田
さ
ん
は

「
私
も
経
験
が
あ
り
ま
す
が
、
発
表
会
前
は
同
じ
曲
を
何
度
も
何
度
も
練

習
し
、
先
生
の
指
導
も
厳
し
く
な
っ
て
、
心
の
底
か
ら
音
楽
を
楽
し
め
な

い
。
ま
た
大
人
の
生
徒
さ
ん
の
中
に
は
『
趣
味
と
し
て
楽
し
ん
で
い
る
の

で
発
表
会
は
出
た
く
な
い
』
と
言
う
人
も
い
て
、
そ
れ
で
こ
の
教
室
を
選

ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
よ
う
で
す
。
公
民
館
や
施
設
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

演
奏
な
ど
で
は
、
出
た
い
人
だ
け
出
る
と
い
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
人

前
で
演
奏
す
る
楽
し
み
、
拍
手
を
も
ら
え
る
喜
び
と
い
う
の
も
、
音
楽
を

続
け
る
た
め
に
は
必
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
か
ら
」
と
言
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
も
う
一
つ
の
大
き
な
特
徴
は
合
宿
。
澤
田
さ
ん
は
「
生
徒
の

声
を
き
っ
か
け
に
始
め
ま
し
た
が
、
寝
食
を
共
に
す
る
こ
と
で
レ
ッ
ス
ン

中
の
〝
先
生
と
生
徒
〞
だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い
関
係
性
を
築
く
こ
と
が
で

き
、
悩
み
も
共
有
で
き
ま
す
。
ま
た
保
護
者
を
交
え
た
忘
年
会
も
開
催
し
、

親
睦
を
図
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
で
き
て
い
な
い
合

宿
と
懇
親
会
を
再
開
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

「
音
楽
は
字
の
ご
と
く
楽
し
む
こ
と
が
一
番
、
レ
ッ
ス
ン
日
が
待
ち
遠

し
く
な
る
よ
う
、
個
々
に
合
っ
た
レ
ッ
ス
ン
を
心
掛
け
、
音
楽
を
通
じ
て

笑
顔
に
な
れ
る
人
が
一
人
で
も
増
え
る
教
室
で
あ
り
続
け
た
い
で
す
ね
」

と
微
笑
む
澤
田
さ
ん
。
親
子
で
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
も
夢
じ
ゃ
な
い
！
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ご覧ください加古川商工会議所のホームページ https://kakogawa-cci.or.jp/

「加古川楽市、今年も盛り上げます！」
　加古川商工会議所青年部
　　楽市運営委員会

今月の‶こんな日"

女性会・青年部・加古川市環境保全研究会

「加古川の外から内へ」
　株式会社ナインワーカーズ
　　代表取締役　佐藤　正巳 さん

商工会議所取扱い保険制度をご紹介
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事業所データ
◆代表者
　代表取締役　澤田　圭司
◆所在地　
　加古川市野口町良野６１１－２
◆電　話
　０７９－４５１－５０８４
◆ホームページ
　https://music-color.jp
◆表紙写真
①後列右が澤田さん、後列左が松岡先
　生
②真剣なまなざし、名ドラマー誕生！
③基礎から丁寧に。“褒めて伸ばす”が
　モットーです
④大人でも気軽に始められます
⑤コロナ禍で中止していた演奏会も
　徐々に再開の予定

さわだ    　けいじ



商工会議所取扱い保険制度をご紹介商工会議所取扱い保険制度をご紹介
～「もしも」に備えて、「将来」のために、「節税」対策に～

　各種共済制度・保険制度には下記のようなものがありますが、今月の特集は、この中から会
員事業所からもお問い合わせが多く人気の「ビジネス総合保険制度」と「小規模企業共済」を
ご紹介します。　

～「もしも」に備えて、「将来」のために、「節税」対策に～

   

共済金等の額（掛金月額が10,000円の場合）

掛金納付年数 掛金合計額 共済金Ａ 共済金Ｂ 準共済金 解約手当金

5年 600,000円 621,400円 614,600円 600,000円

10年 1,200,000円 1,290,600円 1,260,800円 1,200,000円

15年 1,800,000円 2,011,000円 1,940,400円 1,800,000円

20年 2,400,000円 2,786,400円 2,658,800円 2,419,500円

30年 3,600,000円 4,348,000円 4,211,800円 3,832,740円

税法上の取扱い 退職所得扱い 一時所得扱い
※共済金等の額は、経済情勢等が大きく変化したときは変更されることもあります。

共済金などの地位別受取事由

Ａ共済事由 Ｂ共済事由 準共済事由

個人 
事業主 

●個人事業の廃止※
●個人事業主の死亡
●個人事業主が配偶者又は子に事業
の全部譲渡

●老齢給付（65歳以上で 180カ月以
上掛金を納付した方は請求するこ
とにより受給権を得ます）

●法人成りし、その会社の役員に就任
しなかった
●法人成りし、その会社の役員に就任
した

共同 
経営者 

●個人事業主の廃業に伴う共同経営
者の退任※ 
●共済契約者の死亡
●共同経営者の疾病又は負傷による
退任 

●老齢給付（上記と同じ）

●個人事業主が法人成りし、共同経営
者がその会社の役員に就任しなか
った
●個人事業主が法人成りし、共同経営
者がその会社の役員に就任した

会社等
役員 ●会社等の解散

●老齢給付（上記と同じ）
●会社等役員の疾病・負傷・65歳以
上による退任

●会社等役員の死亡

●会社等役員の退任

 ※複数の事業を営んでいる場合は、全ての事業を廃止したことが条件となります。

掛金の全額所得控除による節税額の一覧

課税される
所得金額

加入前の税額
(a) 加入後の税額（b） 節税額（a）－（b）

所得税＋住民税 掛金月額
1万円

掛金月額
３万円

掛金月額
７万円

掛金月額
１万円

掛金月額
３万円

掛金月額
７万円

200万円 309,600円 288,900円 252,700円 180,200円 20,700円 56,900円 129,400円

400万円 785,300円 748,800円 675,800円 544,000円 36,500円 109,500円 241,300円

600万円 1,393,700円 1,357,200円 1,284,200円 1,138,100円 36,500円 109,500円 255,600円

800万円 2,034,200円 1,994,100円 1,913,700円 1,753,000円 40,100円 120,500円 281,200円

1,000万円 2,806,000円 2,753,600円 2,648,700円 2,439,000円 52,400円 157,300円 367,000円

※税額は平成28年４月１日現在の税率等に基づき計算したシミュレーションです。

毎年これだけ
おトクに！

掛金納付月数に応じ
て掛金合計額の80％
～120％相当額がお
受け取りいただけま
す。掛金納付月数が
240カ月未満の場合
は、掛金合計額を下
回ります。
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（独）
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
の
「
小

規
模
企
業
共
済
制
度
」
は
、
小
規
模
企

業
の
経
営
者
の
方
が
、
事
業
を
や
め
ら

れ
た
後
に
生
活
の
備
え
と
な
る
「
経
営

者
の
た
め
の
退
職
金
」
。
掛
金
が
全
額

所
得
控
除
に
な
る
『
今
の
お
ト
ク
』
と
、

積
み
立
て
に
よ
る
『
未
来
の
ナ
ッ
ト

ク
』
が
一
つ
に
な
っ
た
企
業
経
営
者
の

た
め
の
共
済
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
人
は

①
建
設
業
、
製
造
業
、
運
輸
業
、
サ
ー

　
ビ
ス
業（
宿
泊
業
・
娯
楽
業
に
限
る
）、

　
不
動
産
業
、
農
業
な
ど
を
営
む
場
合

　
は
、
常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数
が

　
20
人
以
下
の
個
人
事
業
主
ま
た
は
会

　
社
等
の
役
員

②
商
業
（
卸
売
業
・
小
売
業
）
、
サ
ー

　
ビ
ス
業（
宿
泊
業
・
娯
楽
業
を
除
く
）

　
を
営
む
場
合
は
、
常
時
使
用
す
る
従

　
業
員
の
数
が
５
人
以
下
の
個
人
事
業

　
主
ま
た
は
会
社
等
の
役
員

③
事
業
に
従
事
す
る
組
合
員
の
数
が
20

　
人
以
下
の
企
業
組
合
の
役
員
、
常
時

　
使
用
す
る
従
業
員
の
数
が
20
人
以
下

　
の
協
業
組
合
の
役
員

④
常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数
が
20
人

　
以
下
で
あ
っ
て
、
農
業
の
経
営
を
主

　
と
し
て
行
っ
て
い
る
農
事
組
合
法
人

　
の
役
員

⑤
常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数
が
５
人

　
以
下
の
弁
護
士
法
人
、
税
理
士
法
人

　
等
の
士
業
法
人
の
社
員

⑥
上
記
「
①
」
と
「
②
」
に
該
当
す
る

　
個
人
事
業
主
が
営
む
事
業
の
経
営
に

　
携
わ
る
共
同
経
営
者
（
個
人
事
業
主

　
１
人
に
つ
き
２
人
ま
で
）

　
月
々
の
掛
金
は
千
円
か
ら
七
万
円
ま

で
５
０
０
円
単
位
で
自
由
に
設
定
が
可

能
で
、
加
入
後
も
増
額
・
減
額
で
き
ま

す
。

　
ま
た
、
掛
金
は
前
納
で
き
ま
す
。
前

納
す
る
と
一
定
割
合
の
前
納
減
額
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
掛
金
は
全
額
「
小
規
模
企
業
共
済
等

掛
金
控
除
」
と
し
て
、
課
税
対
象
所
得

か
ら
控
除
で
き
る
た
め
、
高
い
節
税
効

果
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
一
年
以
内
の
前
納
掛
金
も
同

同
様
に
控
除
で
き
ま
す
。

　
事
業
資
金
に
困
っ
た
ら
、
掛
金
納
付

期
間
に
応
じ
た
貸
付
限
度
額
の
範
囲
内

で
貸
付
が
ご
利
用
で
き
ま
す
。

【
貸
付
け
の
種
類
】

　
一
般
貸
付
け
、
傷
病
災
害
時
貸
付
け
、

創
業
転
業
時
・
新
規
事
業
展
開
等
貸
付

け
、
福
祉
対
応
貸
付
け
、
緊
急
経
営
安

定
貸
付
け
、
事
業
継
承
貸
付
け
、
廃
業

準
備
貸
付
け

　

共
済
金
の
受
取
り
は
「
一
括
」「
分

割
（
10
年
・
15
年
）」「
一
括
と
分
割
の

併
用
」
の
い
ず
れ
か
を
お
選
び
い
た
だ

け
ま
す
。
税
法
上
、
一
括
受
取
り
に
よ

る
共
済
金
は「
退
職
所
得
扱
い
」、
分
割

受
取
り
に
よ
る
共
済
金
は
「
公
的
年
金

等
」
の
「
雑
所
得
扱
い
」
と
な
り
ま
す
。

　
　　
小
規
模
企
業
共
済
は
、
個
人
事

業
主
や
中
小
企
業
経
営
者
の
退
職

金
代
わ
り
と
な
り
、
掛
金
は
所
得

控
除
に
よ
る
節
税
対
策
が
で
き
、

さ
ら
に
独
自
の
貸
付
制
度
も
あ
る

お
ト
ク
な
共
済
制
度
で
す
。

詳
し
く
は

加
古
川
商
工
会
議
所　
指
導
課

　
小
規
模
企
業
共
済
担
当 

ま
で

　
☎
０
７
９

－

４
２
４

－

３
３
５
５

　

経
営
者
の
退
職
金

　
「
小
規
模
企
業
共
済
」

掛
金
は
加
入
後
も
増
減
可
能
、

全
額
が
所
得
控
除

と
に
か
く
大
き
な
節
税

事
業
資
金
等
の
貸
し
付
け
も
可
能

共
済
金
の
税
法
上
の
取
扱
い
は
？

【制度運営：加古川商工会議所】
●生命共済制度　　　　　　　　　　●特定退職金共済制度
【制度運営：日本商工会議所】
●ビジネス総合保険制度　　　　　　●業務災害補償プラン　　　　　　　●休業補償プラン
●情報漏えい賠償責任保険制度　　　●中小企業海外ＰＬ保険制度　　　　●輸出取引信用保険制度
●海外知財訴訟費用保険制度　　　　●海外危機対策プラン
【運営：（独）中小企業基盤整備機構】
●小規模企業共済　　　　　　　　　●経営セーフティ共済
【運営：兵庫県共済（協）】
●火災共済　　　　　　　　　　　　●自動車共済
●まごころ共済（自動車事故費用共済）

POINT 1POINT 2POINT 3POINT 4



45

特　集

　
賠
償
責
任
（
生
産
物
、
リ
コ
ー
ル
、

情
報
漏
え
い
、
サ
イ
バ
ー
、
施
設
、
事

業
活
動
遂
行
等
）
リ
ス
ク
の
補
償
、
事

業
休
業
の
補
償
、
財
産
・
工
事
に
関
わ

る
補
償
を
一
本
化
し
て
加
入
で
き
ま
す
。

　
「
補
償
内
容
の
重
複
や
漏
れ
が
な
い

か
心
配
」
「
ど
の
保
険
に
入
っ
た
ら
い

い
か
わ
か
ら
な
い
」
「
保
険
ご
と
の
契

約
手
続
き
が
面
倒
」
等
の
保
険
に
関
す

る
不
安
や
疑
問
を
解
決
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

補
償
の
範
囲
は

①
賠
償
責
任
の
補
償

　
生
産
物
、
リ
コ
ー
ル
、
情
報
漏
え
い
、

　
サ
イ
バ
ー
、
施
設
、
事
業
活
動
遂
行
、

　
受
託
物

②
事
業
休
業
の
補
償

　
火
災
、
落
雷
、
爆
発
、
食
中
毒
、
風

　
災
、
水
災
、
雪
災
な
ど

③
財
産
の
補
償

　
建
物
、
屋
外
設
備
・
装
置
、
設
備
・

　
什
器
等
、
商
品
・
製
品
等

④
工
事
の
補
償

　
建
設
工
事
、
組
立
工
事
、
土
木
工
事

　
事
業
者
を
取
り
巻
く
リ
ス
ク
に
対
す

る
補
償
の
モ
レ
・
ダ
ブ
リ
を
解
消
し
、

一
本
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
賠
償
責
任
（
生
産
物
、
リ
コ
ー
ル
、

情
報
漏
え
い
、
サ
イ
バ
ー
、
施
設
、
事

業
活
動
遂
行
、
管
理
下
財
物
）
の
リ
ス

ク
を
総
合
的
に
補
償
し
ま
す
。

　
災
害
（
火
災
、
風
災
、
水
災
、
雪
災

等
）
に
遭
っ
た
際
の
休
業
損
失
を
補
償

し
ま
す
。

　
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
激
化
や
攻
撃
手
段

の
高
度
化
を
踏
ま
え
、
サ
イ
バ
ー
リ
ス

ク
も
補
償
（
オ
プ
シ
ョ
ン
）

　
日
本
商
工
会
議
所
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ

ッ
ト
で
約
10
％
割
引
（
団
体
割
引
）

ビジネス総合保険 業種別の事故例
モ
レ
・
ダ
ブ
リ
な
く
一
つ
に
ま
と
め
て
補
償

「
ビ
ジ
ネ
ス
総
合
保
険
制
度
」

補
償
の
一
本
化
が
可
能

POINT 1

賠
償
リ
ス
ク
を
総
合
的
に
補
償

POINT 2

災
害
に
よ
る
休
業
時
の

　
　
　
資
金
確
保
が
可
能

POINT 3

サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク
も
補
償
可
能

POINT 4

各
種
割
引
制
度

POINT 5

従来の
保険契約

モレやダ
ブリがな
いか不安
↓

契約手続
きが保険
ごとに
必要
↓

保険料が
かさむＰＬ保険

休業補
償

工事
保険

施設賠償責任保険

動産総合 

機械保険

保険 

ビジネス
総合保険
制度

補償の重
複が無い
↓

契約手続
きを一本
化
↓

低廉な
保険料

賠償責任に関する
補償

休業に関する補償

財産に関する補償

工事に関する補償

スッキリ

財産
補償

主な
補償内容
・

補償対象

賠償責任の補償 事業休業の補償 工事の補償 財産の補償

◆生産物・完
成作業事故

◆リコール
◆情報漏えい
◆サイバー

◆施設
◆事業活動遂
行

◆管理下財物

◆火災
◆落雷
◆爆発
◆食中毒
◆風災

◆水災
◆雪災
◆新型コロナ
◆地震
（ｵﾌﾟｼｮﾝ）

◆建設工事
◆組立工事
◆土木工事

◆建物
◆屋外設備装
置

◆設備・什器等
◆商品・製品等

業
種
別
事
故
例

建設業 

施設・事業活動遂行に関する事故 風災に関する事故 工事に関する事故
工事現場でク
レーンで作業
中に、建材が
落下、歩行者
にケガをさせ
た

新築物件を建
築中、油圧シ
ョベルのバケ
ットで壁をひ
っかけ、破損
させた。

製造業 

生産物・完成作業事故に関する事故 水漏れに関する事故 財産に関する事故
納入した機械の
設計に不具合が
あり、利用者に
ケガをさせた。

給排水設備か
らの水漏れに
より、生産で
きず事業を休
業した。

工場から火災
が発生して納
入前の商品が
全焼した。

飲食業
・

宿泊業

生産物・完成作業事故に関する事故 火災に関する事故 財産に関する事故 

小売業

情報漏えいに関する事故 水災に関する事故 財産（設備・什器等）に関する事故
サイバー攻撃
により、1万人
分のお客様情
報 が 流 出 し
た。

河川の氾濫で
店 舗 が 浸 水
し、事業を休
業した。

閉店中の店舗
に何者かが侵
入し、金庫が
盗まれた。

製造・販売し
た弁当を食べ
た 人 が 、 下
痢・腹痛等の
症状を訴えて
入通院。検査
の結果、弁当
からO - 1 5 7
が検出された。

店舗で火災が
発生し、営業
休止により売
上が減少した。
　

調理場からの
火災により店
舗が全焼した。

強風により天
井やガラス等
が損傷し、施
設内の機材も
損傷した。
営業ができず、
売上が減って
しまった。

付帯サービス例（引受保険会社名は五十音順）
◆早期災害復旧支援サービス（損保ジャパン、東京海上日動）
　　火災、水災等で罹災した建物、機械・電気設備等に対して、
　損害拡大防止のための安定化処置、精密洗浄による汚染除去等
　の復旧支援を受けることができます。
◆緊急時サポート総合サービス（損保ジャパン）
　　オプションの「サイバーリスク賠償責任補償特約」をセット
　いただくと、情報漏えいに対する調査・応急対応支援、信頼回
　復支援などの各種サポートサービスを受けることができます。
◆インバウンドビジネス支援サービス（東京海上日動）
　　事故やトラブル時に利用できる多言語電話通訳サービスやイ
　ンバウンドに関するコンサルティングサービスなどを受けるこ
　とができます。
◆海外展開支援サービス（東京海上日動）
　　海外取引に必要な知識を学べる「貿易実務オンライン講座」
　や海外取引の足がかりとなる情報を調査してもらえる「海外ミ
　ニ調査サービス」などのサービスを受けることができます。
◆気象情報アラートサービス
　（三井住友海上、あいおいニッセイ同和損保（建設業のみ））
　　風災、水災等の自然災害への事前対策に有効な気象情報を配
　信します。気象情報のサイトやニュースを確認することなく、
　事業に影響を与える可能性のある気象状況の変化を把握するこ
　とができます。
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　平成15年に第１回が開催された加古川楽市
も今年で20回目を迎えます。節目の今年はど
んな内容になるのでしょうか。加古川商工会
議所楽市運営委員会の窪田委員長にお話を伺
いました。

「
商
工
祭
」
の
原
点
に
立
ち
返
る

　

今
年
は
20
回
目
と
い
う
節
目
の
年
と
な
り

ま
す
。
第
1
回
目
の
時
に
僕
は
二
十
歳
、

（
取
材
に
同
席
の
）
鳥
濱
副
委
員
長
は
中
学

生
で
、
ま
さ
か
自
分
が
運
営
側
に
回
る
と

は
・
・
・
。
感
慨
と
同
時
に
先
輩
た
ち
か
ら

受
け
継
い
で
き
た
も
の
の
ス
ゴ
さ
を
実
感
し

て
い
ま
す
。

　

改
め
て
原
点
で
あ
る
「
会
員
事
業
所
と
地

元
商
業
者
（
飲
食
・
物
販
ブ
ー
ス
出
店
者
）
、

来
場
者
に
ふ
れ
あ
い
の
場
を
提
供
し
、
そ
こ

か
ら
日
常
の
商
売
に
繋
げ
、
地
域
活
性
化
の

原
動
力
の
一
助
に
す
る
」
と
言
う
目
的
を
見

つ
め
直
し
、
飲
食
な
ど
を
楽
し
む
だ
け
の
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
な
く
、
加
古
川
の
事
業

所
の
こ
と
を
し
っ
か
り
と
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う

に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
『
商

工
祭
』
と
い
う
名
に
ふ
さ
わ
し
い
イ
ベ
ン
ト

を
、
と
何
度
も
話
し
合
い
ま
し
た
。

子
ど
も
達
に
は
〝
働
く
〞
体
験
を

　

会
員
事
業
所
紹
介
ブ
ー
ス
で
は
パ
ネ
ル
展

示
な
ど
も
あ
り
ま
す
が
、
高
所
作
業
車
の
乗

車
体
験
や
、
ポ
ニ
ー
の
乗
馬
、
ま
た
地
元
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
の
ブ
ー
ス
で
は
塗
り
絵
を

し
、
そ
れ
が
後
日
番
組
内
で
紹
介
さ
れ
る
と

い
っ
た
、
各
社
の
特
徴
を
活
か
し
た
Ｐ
Ｒ
が

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

毎
年
人
気
の
子
供
向
け
職
業
体
験
ブ
ー
ス

『
楽
キ
ッ
ズ
』
で
は
、
①
棟
上
げ
体
験
②
マ

ッ
サ
ー
ジ
体
験
③
自
動
販
売
機
補
充
体
験
④

キ
ズ
を
直
す
リ
ペ
ア
体
験
⑤
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー

運
転
体
験
＆
撮
影
会
を
す
る
予
定
で
す
。
全

て
青
年
部
の
メ
ン
バ
ー
事
業
所
の
協
力
で
実

施
す
る
も
の
で
、
そ
こ
で
得
た
お
金
〝
楽
キ

ッ
ズ
マ
ネ
ー
〞
は
、
青
年
部
ブ
ー
ス
の
ボ
ウ

リ
ン
グ
代
と
し
て
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

子
供
達
に
は
〝
働
い
た
対
価
で
得
ら
れ
る
楽

し
み
〞
を
経
験
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
20
周
年
記
念
と
し
て
Ｋ
ｉ
ｓ
ｓ
Ｆ
Ｍ 

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
の
公
開
収
録
が
行
わ
れ
、
子
ど
も

対
象
に
Ｄ
Ｊ
体
験
も
し
て
い
た
だ
く
予
定
で

す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
投
稿
で
賞
品
ゲ
ッ
ト
！

　

も
ち
ろ
ん
飲
食
ブ
ー
ス
も
充
実
を
図
っ
て

お
り
加
古
川
の
〝
食
〞
が
集
結
し
て
い
ま
す
。

売
り
切
れ
必
至
の
コ
ッ
ペ
パ
ン
サ
ン
ド
や
、

イ
ン
ス
タ
映
え
で
話
題
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

な
ど
、
地
元
業
者
が
47
店
出
店
し
て
い
る
の

で
食
べ
歩
き
を
楽
し
ん
で
、
楽
市
以
降
も
お

店
に
足
を
運
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

ま
た
昨
年
も
し
ま
し
た
が
、
現
場
の
写
真

を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
投
稿
す
れ
ば
志
方
亭
さ
ん
の
お

食
事
券
が
当
た
り
ま
す
。
今
年
は
フ
ォ
ト
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
巨
大
フ
ォ
ト
パ
ネ
ル
を
設
置

し
ま
す
の
で
、
是
非
そ
の
前
で
写
真
を
撮
っ

て
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
信
力

は
大
き
く
、
昨
年
は
２
日
間
で
２
万
人
も
の

方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
改
め
て

数
字
で
見
て
み
る
と
、
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん

の
方
々
が
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
た

の
か
と
思
う
と
準
備
に
も
力
が
入
り
ま
す
。

　

お
越
し
い
た
だ
い
た
方
に
来
て
よ
か
っ
た

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
そ
し
て
私
た
ち

自
身
も
運
営
し
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
２
日

間
に
し
た
い
で
す
ね
。

　

皆
さ
ま
の
ご
来
場
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
！

加古川商工会議所青年部
楽市運営委員会

委　員　長　窪田 健二 さん
副委員長　鳥濱 誠司 さん

くぼた けんじ

とりはま せいじ

右から、鳥濱誠司副委員長、窪田健二委員長、中田事務局員

加
古
川
楽
市
、
今
年
も

　
　
　
盛
り
上
げ
ま
す
！

加
古
川
楽
市
、
今
年
も

　
　
　
盛
り
上
げ
ま
す
！
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エッセイ

　

「
こ
ん
に
ち
は
！ 

か
こ
が
わ

ノ
ー
ト
で
す
！
」

　

お
店
や
イ
ベ
ン
ト
の
取
材
に
伺

っ
て
の
第
一
声
。
そ
の
反
応
で
取

材
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
そ
う
か
ど

う
か
分
か
り
ま
す
。
ご
存
じ
の
方

も
増
え
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま

だ
知
ら
な
い
方
も
多
く
、
ウ
ェ
ル

カ
ム
な
雰
囲
気
で
始
ま
る
現
場
ば

か
り
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
明
け
透

け
に
言
え
ば
不
信
感
を
抱
か
れ
て

い
る
こ
と
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
る

こ
と
も
。
そ
ん
な
日
は
な
か
な
か

大
変
で
す
。

　

『
か
こ
が
わ
ノ
ー
ト
』
は
、
加

古
川
市
内
の
こ
と
を
中
心
に
記
事

を
書
い
て
い
る
ウ
ェ
ブ
メ
デ
ィ
ア

で
す
。
取
り
上
げ
る
の
は
、
新
し

い
店
舗
の
開
店
情
報
や
市
内
で
開

催
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
、

加
古
川
市
の
動
き
な
ど
。
加
古
川
市
民
が
興

味
を
持
つ
よ
う
な
ネ
タ
を
日
々
探
し
回
っ
て

い
ま
す
。
メ
デ
ィ
ア
と
は
い
え
、
中
身
は
私

ひ
と
り
。
属
人
的
な
部
分
が
大
い
に
あ
り
ま

す
。

　

実
は
私
の
出
身
は
徳
島
県
。
吉
野
川
が
紀

伊
水
道
に
流
れ
込
む
河
口
に
面
し
た
小
さ
な

町
で
育
ち
ま
し
た
。
国
道
沿
い
に
店
が
立
ち

並
び
、
そ
の
裏
に
は
す
ぐ
田
ん
ぼ
が
広
が
る

風
景
は
加
古
川
に
似
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

大
学
か
ら
神
戸
に
移
り
、
結
婚
を
機
に
加
古

川
に
住
む
こ
と
に
。
そ
れ
が
14
年
ほ
ど
前
の

こ
と
で
す
。
最
初
は
右
も
左
も
分
か
ら
ず
、

知
り
合
い
は
妻
を
経
由
し
た
人
ば
か
り
。
お

世
辞
に
も
馴
染
ん
で
い
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

転
機
が
訪
れ
た
の
は
2
0
1
9
年
11
月
の
こ

と
。
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
作
成
事
業
の
一
環
と
し

て
『
か
こ
が
わ
ノ
ー
ト
』
を
始
め
ま
し
た
。

取
材
先
の
発
掘
の
た
め
、
少
し
で
も
地
元
の

事
業
者
と
交
流
し
た
い
と
考
え
、
商
工
会
議

所
の
門
を
叩
き
ま
し
た
。
40
歳
目
前
で
し
た

が
青
年
部
に
も
誘
っ
て
い
た
だ
き
、
現
在
も

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
約
4
年
間
、
少
し
ず
つ
知
り
合

い
が
増
え
、
加
古
川
に
も
詳
し
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　

最
初
は
傍
観
者
、
観
察
者
の
よ
う
な
立
場

の
フ
ラ
ッ
ト
な
目
線
で
記
事
を
書
い
て
い
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
外
か
ら
来
た
人
間
だ
か

ら
こ
そ
客
観
的
に
捉
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
。
そ
う
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

今
で
も
説
明
で
よ
く
使
う
比
喩
が
「
か
こ

が
わ
ノ
ー
ト
は
拡
声
器
や
メ
ガ
ホ
ン
で
し
か

あ
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
も
の
。
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
、
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
を
届
け
る
お
手
伝

い
は
で
き
て
も
、
実
質
以
上
の
も
の
に
は
見

せ
ら
れ
な
い
。
良
い
も
の
な
ら
市
民
に
受
け

入
れ
ら
れ
て
残
る
。
逆
も
ま
た
然
り
。
知
っ

て
い
る
人
を
増
や
す
と
い
う
一
点
で
『
か
こ

が
わ
ノ
ー
ト
』
は
お
役
に
立
て
ま
す
。

　

そ
ん
な
風
に
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
加
古

川
市
内
を
飛
び
回
っ
て
い
る
う
ち
に
、
自
分

が
変
化
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

単
純
接
触
効
果
と
い
う
心
理
学
の
用
語
が
あ

り
ま
す
。
C
M
で
何
度
も
顔
を
見
る
タ
レ
ン

ト
に
自
然
と
好
感
を
持
つ
よ
う
な
人
間
の
特

性
を
指
す
概
念
で
す
。

　

記
事
の
た
め
に
加
古
川
市
内
の
変
化
に
注

目
し
て
い
る
う
ち
に
、
そ
れ
が
働
く
の
は
自

然
な
流
れ
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

加
古
川
の
良
い
と
こ
ろ
を
加
古
川
市
民
に

も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
し
、
誇
り
に
思

っ
て
ほ
し
い
、
市
外
の
方
に
も
も
っ
と
認
知

し
て
ほ
し
い
。
そ
ん
な
風
に
当
事
者
と
し
て

考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ミ
イ
ラ
取
り
が
ミ
イ
ラ
に
な
る
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
加
古
川
を
知
ろ
う
と
し
す
ぎ
て
、

加
古
川
に
染
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
ら
し
い

の
で
す
。

　

外
か
ら
で
は
な
く
内
側
の
人
間
と
し
て
、

実
際
の
も
の
よ
り
良
く
見
せ
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
裏
側
に
あ
る

想
い
を
汲
み
取
る
よ
う
な
記
事
が
で
き
れ
ば
、

『
か
こ
が
わ
ノ
ー
ト
』
と
し
て
付
加
価
値
を

出
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
最
近
は
考
え
て
い

ま
す
。

　

メ
デ
ィ
ア
と
し
て
、
こ
う
い
う
仕
事
だ
か

ら
こ
そ
で
き
る
よ
う
な
加
古
川
へ
の
貢
献
を

模
索
し
つ
つ
、
メ
ガ
ホ
ン
以
上
の
価
値
を
目

指
し
て
、
こ
れ
か
ら
市
内
を
走
り
回
っ
て
い

き
ま
す
。
取
材
で
お
目
に
か
か
る
際
に
は
ど

う
ぞ
お
手
柔
ら
か
に
。

「加古川の外から内へ」

T E L
営業内容

：
：
079-451-7551
Web制作・運営

佐藤　正巳株式会社ナインワーカーズ　代表取締役
さとう まさみ
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ｂｒｏｔｈｅｒ ｄｏｇｓ
井口 りか
中田塗装
ｍｉｎｔｓｕｂａ－ｐｈｏｔｏ
（株）赤木不動産開発
カマダ工業（株）
（株）川崎トレーディング
（株）セキュリティつばさ
ヘアスペース Ｎａｔｕｒｅ
シュメッターリング
（株）Ｈｉｄｅｋｉ
生活創造館
Ｎｅｗ Ｌｉｆｅ（株）
Ｍａｎ ｔｏ Ｍａｎ（株） 加古川オフィス
ｎａｉｌ ｇａｒｄｅｎ ＳＯＬＡ.
（株）マハロハウジング
ＫＯＢＥ ｌｏｃｏｓｈｏｐ
（有）川上総合事務所
（同）東播社
光化成（株）
（株）わらびもち
平岡ＥＮＧ
ｓｎａｃｋ＆ｂａｒ Ｍ＆Ｃ
花房 正幸
フルーツ工房 はたや
（株）山岡庭園
（株）ゼブラグリーンズ
田中組
（株）フィリア
ＳＥＫＩＹＡＭＡサービス（株）
（同）ＧＯＬＤＲＵＳＨ
モトヤ商店
ｓａｌｏｎ ｄｅ Ｍ
高砂タイル工業
恒吉 宏瑛
＃アイスでカンパイ
十河商店
大西商店
大西商店
（株）ミライフ
まるかず商店
安田 幸恵
（株）Ｍｕｓｏ＆Ｃｏ．

犬のトリミング・ホテル・フード物販
物販販売
塗装
ニューボーン・マタニティ出張撮影
不動産売買
配管工事、鉄骨架構工事、製缶工事、機械器具設置工事
建設機械販売・買取・輸出
交通誘導、施設常駐警備
美容所
自動車販売業
総合建設業
建築・不動産
人材情報提供（ベトナム人労働者）
有料職業紹介事業、生産・物流業務のアウトソーシング、コンサルティング事業
ジェルネイルなどのネイルケアを提供する専門店
不動産業
広告代理店・飲食店ＦＣ事業
店舗看板、店内サイン、ロードサイン、屋外広告の企画・設置
機械修理業、樹脂加工、機械器具設置工事業
ゴム製品の仕上げと塗装
福祉サービス
管工事業
飲食・接客
農業
いちご栽培
造園工事業
農業生産、コンサルティング、研究開発
建設業
訪問看護
エクステリア外構工事、リフォーム、第一種荷物取扱業、第一種貨物利用運送事業
競技用自転車の輸入販売
住宅建築の構造物の組立作業
まつげエクステ・パーマ
タイル業
保険業
飲食業
イベント出店
露店商
露店商
各種講座講習会の企画・運営及びパソコン教室の運営
イベント・飲食販売
イベント・飲食販売
30年以上米国で会計・経営サポート、日本では会計・米国法人設立支援
　

加古川町
加古川町
加古川町
加古川町
加古川町
加古川町
加古川町
加古川町
加古川町
加古川町
加古川町
加古川町
加古川町
加古川町
野口町
野口町
平岡町
平岡町
平岡町
平岡町
平岡町
平岡町
尾上町
八幡町
上荘町
上荘町
志方町
米田町
米田町
志方町
志方町
稲美町
高砂市
高砂市
神戸市
高砂市
高砂市
加西市
加西市
大阪市
明石市
明石市
東京都

事業所名 所在地 営業内容
（順不同）新規会員のご紹介（令和５年４月１日～令和５年８月31日）

ご加入ありがとうございます。

会
議
所
の

会
議
所
の

会
議
所
の

会
議
所
の

　

９
月
21
日
、
合
同
会
社
東
公
成
事
務

所
の
代
表
社
員 

東 

公
成
氏
を
講
師
に

「
２
０
２
３
年
度
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
と

失
敗
し
な
い
Ｄ
Ｘ
の
基
本
」
と
題
し
た

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

東
氏
は
「
Ｄ
Ｘ
推
進
の
流
れ
が
中
小

企
業
に
も
到
来
す
る
中
、
推
進
す
る
人

材
の
教
育
方
法
が
一
番
の
課
題
で
あ
り
、

失
敗
し
な
い
進
め
方
が
重
要
」
と
話
し
、

そ
の
具
体
的
な
流
れ
に
つ
い
て
失
敗
事

例
を
用
い
な
が
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

業
務
シ
ス
テ
ム

の
種
類
、
パ
ッ
ケ

ー
ジ
購
入
か
自
社

開
発
か
、
シ
ス
テ

ム
導
入
の
進
め
方
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

重
要
性
、
導
入
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施

体
制
、
外
部
委
託

の
手
順
、
コ
ス
ト
管
理
な
ど
に
つ
い
て
、

失
敗
事
例
を
用
い
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
交
え
な
が
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

失
敗
例
の
悪
い
点
を
学
び
、
勘
所
を
押

さ
え
る
な
ど
、
実
践
に
活
か
せ
る
内
容

が
詰
ま
っ
た
セ
ミ
ナ
ー
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
は
６
名

　

失敗事例を紹介しながら解説

　

９
月
24
日
㈰
と
25
日
㈪
の
２
日
間
、

Ｊ
Ｒ
加
古
川
駅
周
辺
と
Ｊ
Ｒ
東
加
古
川

駅
周
辺
の
商
業
集
積
地
に
お
い
て
、
通

行
量
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
調

査
は
、
来
街
者
の
利
用
動
向
や
移
動
経

路
、
そ
の
推
移
を
把
握
す
る
た
め
、
毎

年
同
時
期
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、

過
去
か
ら
の
推
移
や
変
動
、
店
舗
周
辺

道
路
の
通
行
人
数
を
把
握
し
、
出
店
計

画
や
事
業
計
画
に
活
用
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
特
に
、
道
路
・
大
型
商
業
施

設
な
ど
が
整
備
さ
れ
た
後
は
、
人
の
流

れ
の
変
化
は
顕
著
に
現
れ
ま
す
。

　

各
調
査
ポ
イ
ン
ト
で
は
、
休
日
お
よ

び
平
日
の
10
時
〜
18
時
に
お
け
る
「
中

学
生
以
上
の
歩
行
者
・
自
転
車
・
バ
イ

ク
」
「
バ
ス
・
ト
ラ
ッ
ク
を
含
む
四
輪

車
」
の
通
行
数
を
数
え
ま
す
。
調
査
員

は
加
古
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
委
託
、
店
の
軒
先
や
歩
道
の
端
を
お

借
り
し
て
調
査
し
ま
し
た
。
ご
協
力
い

た
だ
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

例
年
と
比
べ
て
目
立
っ
た
増
減
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
詳
し
い
数
値
は
、

作
成
し
た
調
査
報
告
書
に
て
当
所
事
務

所
で
閲
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
加

古
川
市
産
業
振
興
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
さ
れ
ま
す
。

　

９
月
２
日
・
16
日
・
23
日
・
30
日
の

全
４
回
、
全
国
各
地
で
講
演
・
セ
ミ
ナ

ー
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
活
動
を
行
う

グ
ロ
ー
カ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
㈱
の
代

表
取
締
役 

今
井
進
太
郎
氏
を
中
心
と

し
た
講
師
陣
に
よ
る
創
業
塾
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら

独
立
開
業
を

目
指
す
方
、

創
業
間
も
な

い
方
、
将
来

の
た
め
に
学

び
た
い
方
な

ど
、
受
講
者

の
状
況
は
様
々
で
す
が
、
創
業
に
向
け

て
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
作
成
か
ら
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
人
財

育
成
や
資
金
調
達
な
ど
に
つ
い
て
座
学

や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
し
な
が
ら
テ
ー

マ
ご
と
に
学
び
ま
し
た
。

　

回
を
重
ね
る
ご
と
に
受
講
者
同
士
の

意
見
交
換
も
活
発
に
な
り
、
自
身
の
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
に
対
す
る
他
者
の
感
想

や
意
見
は
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に
大

い
に
役
立
っ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
講
者
は
19
名

　

グループワークでは活発に意見交換

　

10
月
11
・
12
日
、ウ
ィ
ル
・
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
の
原
田
朋
子
氏
を
講
師
に
新
入
社

員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
、
18
事
業
所
40
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
入
社
し
て

か
ら
の
半
年
を
振

り
返
り
、
失
敗
し

た
こ
と
や
成
長
し

た
こ
と
な
ど
を
共

有
し
ま
し
た
。
ま

た
「
報
連
相
」
の

意
義
や
タ
イ
ミ
ン

グ
を
、
事
例
を
通
し
て
学
び
、
な
ぜ
相

手
に
必
要
な
情
報
を
伝
え
る
必
要
が
あ

る
の
か
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
シ
ョ
ー
ト
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
作
成
で
は
、
自
身
で
決
め
た

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
導
入
か
ら
ス
ト
ー

リ
ー
・
締
め
く
く
り
ま
で
構
成
。
ま
ず

全
員
が
グ
ル
ー
プ
内
で
発
表
し
た
後
、

各
グ
ル
ー
プ
代
表
者
が
全
体
発
表
を
行

い
ま
し
た
。
相
手
に
伝
わ
る
話
し
方
を

学
び
実
際
の
プ
レ
ゼ
ン
練
習
に
な
り
ま

し
た
。
次
に
、
ク
レ
ー
ム
対
応
の
基
本

に
つ
い
て
、
要
望
や
苦
情
の
受
け
止
め

方
な
ど
の
対
処
法
を
学
び
ま
し
た
。

グループごとに発表の練習

経
営
者
へ
の
第
一
歩
は
こ
こ
か
ら

ー
か
こ
が
わ
創
業
塾
２
０
２
３
開
催
ー

入
社
後
半
年
！
ま
だ
ま
だ
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

ー
新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
開
催
ー

Ｄ
Ｘ
推
進
の
流
れ
を
失
敗
例
か
ら
学
ぶ

ー
失
敗
し
な
い
Ｄ
Ｘ
の
基
本
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
ー

商
業
集
積
地
の
利
用
動
向
を
調
査

ー
令
和
５
年
度
通
行
量
調
査
を
実
施
ー
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◆
◆
◆
◆

体
だ
よ
り

体
だ
よ
り

　

９
月
27
日
、
第
32
回
会
頭
杯
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
を
開
催
し
ま
し
た
。
釡
谷
会

頭
・
Ｏ
Ｂ
の
方
々
を
含
め
、
総
勢
43
名

に
参
加
頂
き
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま

れ
最
高
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、
諸

先
輩
方
と
ボ
ー
ル
の
行
方
を
追
い
か
け
、

捜
索
を
繰
り
返
し
な
が
ら
楽
し
く
交
流

を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
、
ラ
ウ
ン
ド
後

は
「
播
磨
御
馳
走
屋 

膳
家
」
で
、
表

彰
式
を
兼
ね
た
懇
親
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
懇
親
会

に
は
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
、
大

会
を
設
営
さ

せ
て
頂
き
ま

し
た
私
た
ち

53
年
会
（
今

年
度
卒
業
）

メ
ン
バ
ー
で
昔
の
歌
番
組
、
ザ
・
ベ
ス

ト
テ
ン
の
順
位
発
表
で
使
わ
れ
て
い
た

ラ
ン
キ
ン
グ
ボ
ー
ド
を
真
似
た
も
の
を

製
作
し
て
順
位
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

賞
品
は
、
メ
ン
バ
ー
の
取
扱
商
品
や
、

お
店
で
使
え
る
お
食
事
券
を
提
供
し
ま

し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
是
非
お
店
に
足

を
運
ん
で
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。　

　
　
　
　

（
監
事　

岡
﨑　

浩
一
郎
）

Ｏ
Ｂ・Ｏ
Ｇ
含
む
メ
ン
バ
ー
で
プ
レ
ー

ー
会
頭
杯
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
ー

　
青
　
年
　
部

　　

10
月
11
日
、
10
月
臨
時
総
会
〜
紡
ぐ

未
来
、
繋
ぐ
心
〜
が
開
催
さ
れ
、
次
年

度
会
長
予
定
者
に
山
本
渉
氏
を
選
出
す

る
こ
と
が
、
会
員
の
総
意
で
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

総
務
広
報
委
員
会

で
は
、臨
時
総
会
の

会
場
出
席
率
向
上
を

目
指
し
、
各
委
員
会

の
正
副
委
員
長
に
メ

ン
バ
ー
へ
声
掛
け
を

お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、

最
終
的
に
70
名
近
く

も
の
会
場
出
席
者
と

な
り
ま
し
た
。
心
地

よ
い
緊
張
感
の
も
と
、
事
業
名
称
に
掲

げ
た
よ
う
に
、
未
来
を
紡
ぎ
、
メ
ン
バ

ー
同
士
の
心
が
繋
が
る
事
業
と
な
り
ま

し
た
。

　

総
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
デ
ジ
タ
ル

名
刺
交
換
会
を
催
し
、
不
慣
れ
な
名
刺

管
理
ア
プ
リ
の
操
作
に
四
苦
八
苦
し
な

が
ら
も
、
わ
い
わ
い
と
盛
り
上
が
り
、

打
ち
解
け
合
い
ま
し
た
。
最
後
に
、
総

会
中
と
は
違
っ
た
雰
囲
気
の
中
で
、
次

年
度
会
長
予
定
者
と
な
っ
た
山
本
渉
氏

が
次
年
度
の
抱
負
な
ど
を
語
り
ま
し
た
。

（
総
務
広
報
委
員
長　

井
本　

光
昭
）

　

優勝はＯＢの上田智也さん（左）

　

９
月
21
日
、
親
睦
バ
ス
旅
行
を
開
催

し
、
宝
塚
へ
向
か
い
ま
し
た
。
昼
食
は

「
ホ
テ
ル
若
水
」
で
懐
石
料
理
を
い
た

だ
き
、
お
腹
を
い
っ
ぱ
い
に
し
た
と
こ

ろ
で
宝
塚
大
劇
場
に
て
月
組
公
演
「
フ

リ
ュ
ー
ゲ
ル 

君
が
く
れ
た
翼
」
を
観

劇
し
ま
し
た
。
冷
戦
下
の
東
西
対
立
に

よ
り
分
断
さ
れ
た
１
９
８
８
年
の
ド
イ

ツ
を
描
く
コ
ミ
カ
ル
で
心
温
ま
る
物
語

は
一
同
心
を
う
た
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

華
や
か
な
レ
ヴ
ュ
ー
（
舞
台
）
は
日
常

を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
楽
し
い
ひ
と
と

き
で
し
た
。

　

胃
袋
も
心
も
満
た
さ
れ
、
女
性
会
メ

ン
バ
ー
と
わ
い
わ
い
盛
り
上
が
っ
た
バ

ス
車
内
も
含
め
、
至
福
の
一
日
を
過
ご

し
明
日
か
ら
の
活
力
に
繋
が
っ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。　
　
　

参
加
者
は
19
名

　
　
　
　

（
監
事　

長
谷
川　

郁
子
）

　
　 芸

術
の
秋
、
宝
塚
歌
劇
を
観
劇

ー
親
睦
バ
ス
旅
行
を
開
催
ー

　
女
　
性
　
会

　

10
月
５
・
６
日
、
第
55
回
全
国
商
工

会
議
所
女
性
会
連
合
会
の
新
潟
全
国
大

会
が
開
催
さ
れ
、
加
古
川
か
ら
３
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

５
日
の
午
後
か
ら
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
と
記
念
講
演
会
が
あ
り
、

長
岡
造
形
大
学
理
事
長
の
佐
々
木
順
子

氏
に
よ
る
「
変
革
を
促
す
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
と
Ｄ
Ｅ
＆
Ｉ
」
と
題
し
た
講
演
で

は
Ｄ
ｉ
ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
ｉ
ｔ
ｙ
（
多
様

性
）
・
Ｅ
ｑ
ｕ
ｉ
ｔ
ｙ
（
公
平
性
）
・

Ｉ
ｎ
ｃ
ｌ
ｕ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
（
包
括
性
）
に

つ
い
て
学
び
、
そ
の
後
、
参
加
者
全
員

に
よ
る
ゴ
ス
ペ
ル
の
合
唱
を
行
い
ま
し

た
。
合
唱
を
実
現
す
る
過
程
で
、
演
題

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
新
し
い

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
行
う
と
は
何
か
を
体
感

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
講
演
会
の

後
は
、
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
全
国
の
女

性
会
メ
ン
バ
ー
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
か
ら
６
日
の
閉
会
ま

で
、
数
々
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
物
産

展
で
は
、
目
移
り
す
る
お
い
し
そ
う
な

食
べ
物
や
工
芸
品
な
ど
を
楽
し
み
、
新

潟
に
蓄
え
ら
れ
た
力
と
、
同
時
に
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
心
地
よ
さ
も
感
じ
ら
れ
た

大
会
で
し
た
。

　
　
　
　

（
会
長　

中
尾　

る
み
子
）

　

宝塚劇場の階段にて
気分はタカラジェンヌ

写真に納まりきれないほどのメンバーが大集合

次
年
度
会
長
予
定
者
を
選
出

ー
10
月
臨
時
総
会
を
開
催
ー

新
潟
の
パ
ワ
ー
を
感
じ
た
全
国
大
会

ー
新
潟
全
国
大
会
に
参
加
ー
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●
日　

時　

令
和
６
年
１
月
４
日
㈭

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

●
場　

所　

加
古
川
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

●
参
加
費　

１
，
０
０
０
円

　

（
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
提
供
あ
り
）

※
事
前
連
絡
が
な
い
ま
ま
当
日
欠
席
さ

れ
た
場
合
は
、
返
金
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
例
年
作
成
し
て
お
り
ま
し
た
「
参
加

者
名
簿
（
冊
子
）
」
の
配
布
は
あ
り
ま

せ
ん
。
当
日
参
加
者
の
み
を
記
載
し
た

「
参
加
者
一
覧
」
を
配
布
し
ま
す
。

●
申
込
期
間　

〜
12
月
７
日
㈭
ま
で

●
お
申
し
込
み・お
問
い
合
わ
せ  

会
員
課

　

TEL
0
7
9
‐
4
2
4
‐
3
3
5
5

　
令
和
６
年
の
年
賀
交
歓
会

会
議
所
か
ら
の

会
議
所
か
ら
の
お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

　

当
所
よ
り
発
注
す
る
印
刷
物
に
関
し
、

競
争
見
積
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
内
容

に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
日
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
（
当
所
会
員
限
定
）

●
日　

時　

11
月
22
日
㈬
10
時
〜

●
場　

所　

加
古
川
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　
　

3
階
事
務
所

●
お
問
い
合
わ
せ　

総
務
管
理
課

　

TEL
0
7
9
‐
4
2
4
‐
3
3
5
5

●
募
集
コ
マ
数　

80
コ
マ

●
サ
イ
ズ　

 

1
コ
マ

　
　

タ
テ
5
・
3
㎝
×
ヨ
コ
4
・
0
㎝

●
掲
載
内
容　

事
業
所
名
、
役
職
名
、

　
　
　
　
　
　

氏
名
、
所
在
地
、

　
　
　
　
　
　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

●
料　

金　

1
コ
マ　

５
，
２
３
６
円

●
締
切
日　

11
月
30
日
㈭

●
お
問
い
合
わ
せ　

会
員
課

　

TEL
0
7
9
‐
4
2
4
‐
3
3
5
5

　
印
刷
物
入
札

新入会員紹介キャンペーン
「加古川プラザホテル・東京田村食事券2,000円」

を進呈いたします

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

体
だ
よ
り

体
だ
よ
り

　

９
月
26
日
、
エ
コ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
部

会
で
「
豊
か
で
美
し
い
瀬
戸
内
海
に
つ

い
て
―
水
環
境
保
全
の
転
換
期
―
」
と

題
し
た
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
京
都
大
学
名
誉
教
授
の
藤
原

建
紀
氏
は
、
ノ
リ
の
色
落
ち
や
動
物
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
不
足
に
よ
る
稚
魚
減
少
な

ど
の
原
因
と
考
え
ら
れ
る
瀬
戸
内
海
の

貧
栄
養
化
、
窒
素
・
リ
ン
濃
度
の
低
下

に
つ
い
て
「
全
国
一
律
の
規
制
に
よ
っ

て
削
減
さ
れ
す
ぎ
た
。
地
元
の
合
意
の

う
え
各
府
県
で
独
自
に
規
制
を
変
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
兵
庫
県
で
は
全
国

に
先
駆
け
て
下
限
値
を
設
け
た
り
、
加

古
川
下
流
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
は
排
出
窒

素
を
増
や
す
試
み
が
実
施
さ
れ
効
果
が

見
ら
れ
る
。
更
な
る
対
策
が
必
要
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
豊
か
で
美
し
い
海
を
目
指
し

て
、
市
民
で
も
可
能
な
取
組
み
と
し
て
、

浜
名
湖
で
実
践
さ
れ
効
果
が
あ
っ
た

「
畑
用
の
堆
肥
を
海
に
撒
く
と
ア
サ
リ

の
生
産
量
が
増
え
た
こ
と
」
を
紹
介
。

今
年
か
ら
淡
路
島
の
江
井
海
水
浴
場
で

も
実
験
が
始
ま
り
、
期
待
が
持
て
る
と

の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
は
21
名

　

豊
か
で
美
し
い
瀬
戸
内
海
に
つ
い
て

ー
エ
コ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
部
会
研
修
会
を
開
催
ー

  
加
古
川
市
環
境
保
全
研
究
会

「
商
工
か
こ
が
わ
」　
　
　
　
　

謹
賀
新
年
名
刺
広
告
募
集
中
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●ボジョレーヌーヴォー解禁日（16日）
　ボジョレー・ヌーヴォーとは、フランスのボジョ

レー地区でその年に収穫したブドウで作った新酒の

こと。その販売開始できる日は世界共通で、11月の

第３木曜日午前０時と決まっています。「ボジョレ

ー・ヌーヴォー」はフレッシュな味で渋みは控えめ

なので、少し冷やして飲むのがおすすめ。

　10月より適格請求書保存

方式（インボイス制度）が開

始となり１ケ月が経過しまし

た。

　手探り状態のなか不安な方

は、税理士など専門家と相談

しながら進めてください。

「今月の“こんな日”」「今月の“こんな日”」
広報委員の“つぶやき”

日本商工会議所LOBO（早期景気観測）「業種別の動向」（抜粋2023年9月調査）日本商工会議所LOBO（早期景気観測）「業種別の動向」

公共工事の受注が堅調に推移し、改善。一方で、建設資材やエネルギーコストの度重なる上昇に価格転嫁が追い付かないこ
とによる採算悪化や、継続する深刻な人手不足を課題とする声も聞かれた。
・「工事案件が増加しているのは嬉しいが、同業他社の賃上げ等で新卒の採用が厳しくなっており、人手不足感は増してい
　る」（電気工事業）

中国をはじめとする海外経済の鈍化により電子部品関連等の需要が停滞する中、円安の伸長による輸入部材の高騰や電気代
等のエネルギーコストの上昇が重なり、悪化。
・「円安が伸長しており、輸入部材が再び高騰している。加えて、電気・ガソリン代等のエネルギー価格の高騰により上昇
　したコスト分の価格転嫁が追い付かず、採算は厳しい状況が続いている」（建具製造業）

ガソリン価格の高騰により輸送費等のコスト増は重荷となっているものの、インバウンドや高付加価値商品の需要が堅調な
小売業からの引き合いが下支えし、改善。
・「円安の影響で輸入品の価格が高騰しており、再び収益が悪化している。現在は輸入を中心に事業を展開しているが、今
　後も円安基調が継続する見込みのため、輸出への事業転換を視野に事業の拡大を図っていく」（機械器具卸売業）

電気代等のエネルギー価格の高騰によるコスト増や、物価高による日用品の買い控えは継続しているものの、高付加価値商
品の販売やインバウンド需要が好調な百貨店が下支えし、改善。
•「コスト増加を背景としたインフレに伴い、商品単価が上がり、売上は増加。一方で、物価高で客足の減少・買い控えは
　続いている」（調理器具小売業）

慢性的な人手不足の中、人材確保に向けた賃上げやエネルギー価格の高騰によるコスト負担増で、悪化。一部では、足元の
感染拡大傾向の影響で、来客数の減少や従業員の感染による一層の人手不足を嘆く声も聞かれた。
•「働き方改革への対応は、自助努力だけでは対応が追いついておらず、取引先や顧客に制度に伴う運用変更への理解・周
　知に力を入れていく」（運送業）

建設業・・・改善

製造業・・・悪化

卸売業・・・改善

小売業・・・改善

サービス業・・・悪化

●●●●●●●●●●●月の会議所カレンダー月の会議所カレンダー1111
日 曜日 行　　　事
1
9
10
13
15
16
17

水
木
金
月
水
木
金

広報委員会
女性会 靴下まつり、青年部 11月例会
無料 法律相談
クラウドファンディング活用セミナー
異業種 海外視察研修（～19日）
金融相談会（一日公庫）
無料 法律相談

日 曜日 行　　　事
19
21
25
26
28
29

日
火
土
日
火
水

日商簿記検定試験
異業種 11月度定例会、 無料 金融相談
第20回商工祭「加古川楽市」（～26日）
会員交流バス旅行（但馬方面、※第2班27日）
無料 不動産相談
３Ｄプリンタ活用セミナー

●「個別経営相談会」は事前予約が必要です。あらかじめご相談内容をお知らせください。（※）
●無料相談は、変更・中止となることがあります。お手数ですが、事前にお問合せください。
⇒「不動産相談」は当面の間【完全予約制】の【電話相談のみ】となり、11月17日㈮までに予約が必要です。（☆）
《問合わせ・予約連絡先》 ☆印：（一社）兵庫県宅地建物取引業協会 加古川支部 電話０７９－４２４－０８３２


